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常識を超えて（ヨハネ11：1-6）
　
人々は、自分の思いどおりにうまくいかないとき、また、願いとは裏腹に早く解決したいと思っているのに、中々、そのとおりにならないときになると、いらいらしてがっかりし、その中で、時々、このように言う人がいます。神がいるなら、なぜ、こうなのか。なぜ、こういうことがあるのか。神様に何か訴えたりするようなことがよくあります。結論を申し上げますと、神がいらっしゃるからそうでしょう。皆さんは、いかがですか。願いどおりにうまくいかない、早く解決したい、なぜ、答えが遅れるのか。そういうときに、もしかしたら、それで悲しくなり、神様は本当に私のことを愛していらっしゃるのか、神様は本当にいらっしゃるのかと疑ったりはしないでしょうか。しかし、実は、それは私たちが自分なりの基準をもって、自分の願いに閉じ込められているから、そのように思うだけであって、神様の基準が私たちの基準とはだいぶ違います。そこがよくわかっていないので、余計な葛藤に捕らわれるしかないのではないでしょうか。
今日の聖書を見ますと、マリヤとマルタの弟に当たるラザロという人が、ひどい重い病気にかかるようになりました。その家族とイエス様とはとても親しい、特別な関係がありました。聖書にも、イエス様が愛する人が今、病気になりましたという表現をしています。そこで、そんなに遠くないところにイエス様がいらっしゃるといううわさを聞いたので、マリヤとマルタがイエス様の方に人を送ります。「イエス様、あなたの愛するラザロが、今、重い病気になって死にそうです。早く来てどうにかしてください。お願いします」と。そういうときに、私たちの基準だったら、普通の場合、常識的によりますと、ああそうなのか。特に、愛する人と言われる間柄ですから、今やっていたすべてを片づけて早く急いでいこうとするのが普通ではないでしょうか。皆さんだったら、そうするでしょう。でも、不思議なことに、イエス様はその病気の話を聞いて急いで行くのではなくて、わざとに見えますが、二日間もその場に滞在して、二日経ってから行きました。その二日の間に、ラザロは、実は死んでしまいます。まるで死ぬことを待っていたかのように。皆さんの常識や基準から見ると、理解できますか。たぶん、私たちは、二日前に話を聞いたはずなのに、なぜ早く来なかったのでしょうか。なぜ、こんなに遅れたのでしょうかと言うかもしれません。それでイエス様のことを疑ったり、恨んだりというところまで行くかもしれません。いろいろな葛藤に捕らわれるかもしれません。でも、イエス様は、そのようになさいました。イエス様のなさることには、間違いなどありません。イエス様がこのようなことをおっしゃいました。「そのラザロの病気は、死ぬ病気ではなくて、神の栄光のためのものであり、その神の栄光というのは、御子イエス様が栄光を受けるためのものなのだ」と。それが実は、神様の基準なのです。私たちは、とにかく早く、早くと、自分なりの基準、願いを持っているのですが、それが神様の願い、基準とは、食い違いがあって合わない場合が多くあります。そうすると、神様に問題があるのではなくて、また、答えが遅れるわけではなくて、その基準が変わっていないがゆえに、私たちはがっかりして余計な疑いに捕らわれて、葛藤を覚えるようになるしかないのです。つまり、大切なのは、基準を変えることです。私たちが願っているから、神様もそのとおりに願われると、勝手に思わないでください。私たちは、これが大事なのだ。早くしないといけないと思っているから、神様も急いでいると勘違いしないでください。神様の基準、神の願いが何かわかって、それに私たちの基準、願いを合わせていかないと、死ぬ時までクリスチャンなのにずっと葛藤の中を歩くようになるしかありません。そうしている間に、本来、クリスチャンが歩くべき証し人として、光の子どもとしての人生の歩みが中々、できないわけです。常識的に考えると、イエス様は急いで走って行かないといけないし、もしも新幹線があれば新幹線に乗っていかないといけない状況なのです。しかし、それは私たちの常識なのです。神様の基準がわかったときは、その常識を超えて、また私たちはこうしたい、こうなりたい、こうなって欲しいと、いろいろな願いを持っているでしょうけれども、その願いを超えて仕事をなさる方が神様であり、イエス様ご自身であるということを、今日ぜひ覚えていただきたいと思います。常識を超えて、私たちの願いを超えて、その理由は、神様の栄光のため、御子イエスが栄光を受けるためです。それが基準です。

このことをしっかり理解して、私たちの当たり前な基準を取り換えるためには、まず私たち人類の最大のテーマが何なのかから考えていかないといけません。別のことばで申し上げると、人生の最高の幸せは何なのか。人生の最大のテーマはいったい何なのかという問いかけです。耳にタコができるほど、皆さんたくさん聞いたでしょうけれども、これが大切なポイントなのです。教会の他には、聖書の他には、これを語るところはありません。世の中、どこに行っても。人類最大のテーマを理解するためには、本来、私たち人間がどんな存在なのかを理解しないといけません。聖書には少しも迷わずに、あいまいなところなく、人間は創造の神によって造られた、しかも神のかたちに造られた霊的な存在だと宣言しています。そのように造られたものなので、勝手にそれを変えることはできません。だから、魚は水の中で、木は土に根を下ろして生きていくように、たましいのある神のかたちである人間は、まことの神様と一緒に生きていかないといけません。それこそが幸せであり、そこにまことの平安と祝福があるわけです。どんなに良いものがあっても、神様がともにおられることがなければ、それは幸せでもなんでもありません。それが創造の原理です。その神のかたちに作られた人間が幸せを味わい、まことの安らぎの中で、神の代わりに生めよ、増えよ、地を満たせよ。この地球のすべての万物を支配して、征服する祝福が与えられていました。人は本来、幸せな存在でした。しかし、この人間そのものをすべて失い、喪失することになりました。それを人間喪失と言います。なぜ、どうしてそうなってしまったのでしょうか。ローマ3：23には、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、罪を犯した結果、神様を離れることになりました。その瞬間から、本来の人間が壊れてしまい、人間そのものが喪失されるようになったわけです。神から離れた途端に、残念ながら、私たちの意志とは一切関係ありません。ヨハネ8：44に書いてあるように、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であるのです。認めたくないでしょうけれども、目に見えないサタンとも呼ばれる悪魔に支配されることになりました。私たちが今患っている様々な形の不幸があります。精神的なものもあるし、病気のことも、家庭内の問題、いじめなど、様々な問題が、実は神様から離れたところに原因があり、悪魔、サタンに支配されて生まれてきた問題です。そういうことになってしまいました。それで残念ながら、エペソ2：1に書いてあるように、自分の罪過と罪との中にあって、たましいが死んだままの状態です。そうれはどういう意味なのかと言いますと、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる存在になりました。つまり、神のかたち、祝福の存在、幸せのものとして造られていたそのすべてを失うことになったのです。罪によって。神様から離れたというのは、人間そのものを、人間の祝福をすべて喪失してしまったということです。しかも今申し上げましたように、このような問題なので、その祝福を回復することができないのです。回復不可能な状態に陥ってしまいました。

このときから、人生最大のテーマ、人間、人生の最大のテーマは、この罪から救われて、この滅びの運命から助かる、救われることです。しかし、人間には救いをもたらすような力がこれっぽっちもありません。回復不可能なのです。何が最大のテーマなのでしょうか。自分も知らないうちに生まれてくるでしょうが、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた、その滅びるしかない運命のようなもの、そこから解放されることが人生のテーマです。おお金持ちになることではなくて、温かい家庭を作り上げることではなくて、この滅びの運命から、地獄の運命から解放されることがテーマなのです。課題です。そして、そこから解放されることによって、元通りに、失ってしまった神様、離れてもう二度と会うことができなくなってしまった神様とまた一緒になること、それをいのちと言います。それがテーマです。まじめに優しく頑張るのか。愛情をもって子どもを育てるがテーマではなくて、まことの神様と一緒になるかどうかがテーマです。人間のことが本当にわかっていれば、テーマはいのちです。先ほども申し上げましたように、しかし、私たちにはこれが不可能なので、神様がこの救いのために動き出して、神様が約束されてそれを実現されました。その約束がキリストです。滅びの運命、地獄の運命から、サタンの手から永遠に解放されることができるようにする方がキリストです。いのちが与えられ、神様と一緒になることができるようにさせる方、その方がキリストです。だから、人類、人生のテーマは、キリストです。クリスチャンの方々もテーマが変わりません。皆さんが健康になるかどうかはテーマではありません。皆さんの子どもが優秀な大学に入って、社会で認められる成功者になるかどうか、それはテーマではありません。そういうものをテーマとしてずっと握っているので、思い通りにうまくいかないとき、そのテーマが叶わないときに葛藤を覚えて、神様を信じているのに、祈っているのになぜという葛藤がずっと続くのです。人間、人生とは一体何なのかを聖書どおりに、霊的な次元でよく吟味し、人類最大のテーマ、人間、人生のテーマは救いなのです。キリストです。そして、感謝なことにこのキリストが、実際に世に来られて救いのすべての約束を全うされて成し遂げられました。その方がイエス様です。キリストが実際に来られて、現れて、本当に救いのわざを全部成し遂げられたので、それを喜びの知らせ、福音というのです。イエス様が、そのキリストなのです。イエス様が、そのキリストだよというお知らせが福音なのです。もうこれ以上、滅びの運命に捕らわれて迷う理由などありません。地獄の恐怖につながれて、人生にアップアップする理由はありません。神を離れて、羊飼いのない羊のようにさまよって、人生疲れて重荷を背負って歩くような人生はもういらない。それが福音です。イエス様はキリストなのだから。すべてを成し遂げられました。十字架の上で宣言されました。すべてを完了した証しとして、三日目に死の力を打ち破って、悪魔、サタンが握って、人々を恐怖に引き落としていた死の力を完全に打ち破って勝利なさいました。イエス様はキリストです。もう迷う理由がありません。残っていることは一つしかありません。他に道はないし、何も要求されません。だれでもこのイエスを信じる者は救われます。だれにもこのイエスの御名を呼ぶ者は救われる。義人は信仰によって生きる。人生最大のテーマは、イエス様をキリストとして信じる信仰です。イエス様がキリストとして明らかに示されること、それがテーマです。そこにのみ希望があります。

しかし、このことがまったくわかっていないこの世の中は、別の基準をもっています。それは人の願いでしょう。それをもって生きています。それがどういうものなのでしょうか。当然なことでしょうが、神を離れて、たましいが死んでしまったので、仕方がなく生きていくためには肉しかありません。霊的なことはもう死んでしまい、麻痺しています。肉が基準なのです。いつも皆さんにお話ししますが、聖書が一番強調している内容なのですが、肉が基準ですというお話です。ですが、私たちはその中をくぐって来て、そこに染まっていたものなので、しかも今もその刻印が中々、抜けていないので、いつもこのお話がピンとこない顔なのです。だから、何が基準なのかというと、健康になるかどうかが基準なのです。裕福になるか、金持ちになるかが基準なのです。成功するかどうかが、いつも基準なのです。別に成功しなくてもいい、成功はいらないと言うつもりはありませんが、それは基準でも私たちの願いでもありません。それなのに、あまりにも根強くそれが私たちに刻まれているので、葛藤から中々、自由になりません。なぜ遅れているのだろう。なぜ答えがないのか。なぜ状況が悪くなるのか。今日の聖書の箇所を見ると、病んでいるというお話を聞いたのに、イエス様が動きませんでした。状況がどんどん悪くなっていくのです。そうすると、私たちには、もう迷わずにペケです。アウトです。でも、イエス様はそうされました。私たちが、アウトだと当たり前に思うようなことを、イエス様は平気でなさるのです。それを信仰と言います。どうすればいいでしょうか。イエス様、そうせずに合わせてくださいと言いたいでしょう、一生。一生、葛藤です。自分を変えないといけません。イエス様がなさることは、すべてが正解ですから。イエス様の目標、イエス様の大事なこと、イエス様の願いのためには、状況が悪くなる場合があります。よくなる場合もあります。それは基準ではありません。でも、私たちは肉をいつも基準にしているので、健康でなければ、いつもだめなのです。だから、健康でないといつもだめなのです。お金がなければと、いつもお金がないとダメなのです。成功しなければと、成功しないといつもだめなのです。そのような状態では、地の果てにまでわたしの証人となるというメッセージが聞こえてこないでしょう。このすべてが実は神を失ってしまったので、人間、自分が神になって、そこから生まれた思想なのです。人間が、自分で自分を維持していかないといけないから。神様がいらっしゃらないから。すべての動機が健康、お金、成功というものになります。特に、その中でもご利益というものが基準なのです。うまくいかなきゃ。それが今日の聖書にもあるように早く、早く、速やかに。全部、ご利益です。それから、他の人よりは上に、というのがいつも基準です。それはご利益です。そういうものが基準なのです。そして、それが願いなのです。皆、そうなので、そこに捕らわれているので、そこから生まれる様々な現象などがあります。様々な宗教がありますが、地球上に数多くの宗教が存在します。その宗教は、何のためにあると思いますか。なぜ宗教が生まれたと思いますか。肉の願いとその基準をかなえてあげようということで、全部、そういう内容でしょう。よく考えてみてください。この肉が基準なので、結局、戦争を起こすのです。戦争は、肉を基準にして、これを奪おう、優位に立とうということで仕掛けるのが戦争です。犯罪はなぜあるのでしょうか。肉の基準をもって、それをどうにかしようという悪い方法が犯罪です。この肉を基準にして良い方法は、頑張って努力することです。結局、同じです。競争することは、なぜあるのでしょうか。肉が基準なのです。健康を手に入れて、お金を手に入れて、成功を手に入れるために、競争したり、戦争を仕掛けたり、また頑張ったり、犯罪を犯したりしているのではないでしょうか。結局、どっちもどっちです。残念なのは、クリスチャンの私たちも基準は変わらずにこのままということです。クリスチャンが葛藤から中々、自由にならないという残念な現実があります。
しかし、人生最大のテーマが何か、一番よくご存知の神様は、人間がどれほど必死に願いを込めてお祈りをささげ、どんな基準をもって頑張っていようが、それに見向きもせずに人を愛していらっしゃるから、神の基準、神の願いは違います。神の基準は、神の願いは、人間が救われることです。人の救いが神の基準であり、神の願いなのです。先ほども申し上げましたように、人の救いというものは、人間が、金があるかどうか、健康なのか、病気なのかということと関係なく、滅びる運命から助かって、神様と出会い一緒になることなのです。それをいのちと言います。ヨハネ3：16に、神は実に、ひとり子をお与えになったほど世を愛された。それは御子を信じる者が、滅びることなく永遠のいのちを持つため、これが神の願いであるし、神の基準です。ルカ15：7を見ると、ひとりのたましいが地上で神様に戻ってきた場合には、神様なんかいらないと言っている99匹の羊より喜ばれるとあります。ひとりのたましいが救われることが、神様の喜びであり、願いであり、神の基準なのです。つまり、人が本当の意味でいのちの救いに預かるためには、例えば、病気になったほうがよければ病気を許されるのです。遅い場合がよろしければ遅い方を選択されます。早い方がいのちに有利であれば早い方を選ばれるわけです。それは神様のご判断であり、神様の勝手です。ただ目標は、いのちです。だから、この基準が何か、何が大事なのかをわかっていないと、自分の基準に捕らわれて、良い悪いを勝手に判断して、それに流されるしかありません。しかし、神様の基準は、救いです。そして、この救いのための道はキリストしかいらっしゃいません。Onlyキリスト、ひとつの道しかありません。世界中でこの御名のほかに、私たち人間が救われる名としてどのような名も与えられていません。キリストが基準です。唯一の道であり、キリストによってすべての問題を完璧に解決することになりました。そのキリストが基準です。そして、キリストは、永遠なる答えです。十字架にかけられてよみがえられました。イエス様がそのキリストです。つまり、キリストが示されて、イエス様がキリストとして伝えられ、明らかにされること、そこに救いがあるので、それが神の基準なのです。イエス様がキリストとして明らかにされることに有利であれば、人が死ぬ場合もあります。
これから、聖書をとおして少しその証拠を取り上げて申し上げますが、なぜかと言いますと、私たちの基準、それを早く捨てないといけません。クリスチャンなのに、世の中の人は知らないから、仕方がないでしょう。それで滅びるしかないでしょうが、せっかく神の祝福に預かり、神様と一緒になっていのちが与えられているのに基準が変わっていないので、葛藤にならないものがずっと葛藤なのです。次に進むことができません。世の中の基準は、健康であるのか、成功するのか、裕福になるのかということが基準なのです。温かい家庭なのか、家庭円満なのかが基準でしょう。イエス様はもしキリストが明らかにされることに有利であれば、家庭が壊れることもあるとおっしゃったのです。覚えていないでしょうか。私は平和を与えるために来たのではない。剣を与えるために来たのだ。家族のために敵がいるともおっしゃいました。なぜそういう話をされたでしょうか。普通に、私たちの基準から見ると、そういう話は理解できないので全部パスして、自分で自分の基準に合うもの、理解できるものばかり聞こうとしています。そうすると、Ⅱテモテ3章にあるように、終末の時代には、自分の耳に甘いことばかり言う人を牧師として雇うという時代が来ると言われています。基準を変えないと、結局、そこまで行きます。本当のことをお話しする人は、いりません。私が願っているもの、それを励ましてくれる話をする人が必要ですというなら、もはやキリスト教ではありません。皆さん、神社にいて、お寺に行って、占いに行って聞いてみてください。皆さんが願うことばかり言ってくれます。クリスチャンはそういう存在ではありません。神様の基準は、私たちの基準とは違います。救いであり、キリストであり、キリストが明らかにされること、キリストがあがめられること、キリストが宣べ伝えられること、キリストが深められることが基準です。そこにのみ救いがあり、いのちがあるからです。そして、その示されたことによって、私たちが心から信仰をもって反応すること、それが基準です。そのために事業がつぶれることがよろしければ、事業をつぶすこともあります。回復を願い、断食を祈り、早天の祈りを一生懸命ささげても、その答えがものすごく遅れる場合もあります。来ない場合もあります。速やかに再建できる場合もあります。でも、それが基準ではありません。キリストが明らかにされることに有利なのかどうかです。それが神様がなさることです。とても大事な人が、今、死にそうな病気にかかっている。それなのに二日間も、そんなに用事もないのにわざと滞在して死んでから動きますか。神様がなさることは、そういうことなのです。だから、皆さんの基準から、常識から見ると、神様のことが、聖書が理解できないのです。だから、みことばが黙想できません。みことばに耳を傾けて、必死でみことばを聞こうとしません。どうせ二日間滞在するだろうということで。変えてください。皆さんは、祝福の神の子どもなのです。どんな過去があろうが、今現在、どんなに辛い悲しい現実があろうが一切関係なく、幸いな神の子どもなのです。この世の中に光を照らすために召された尊い存在なのです。葛藤に捕らわれてアップアップする暇などありません。成功するかどうか、それに引っかかって悩むような理由がありません。ある意味で、私たちは成功するかしないかは興味ありません。ただそれが、キリストが証されることに必要なことであれば、それは必死で目指すべきなのです。でも、元々、目標でもなんでもありません。それはあなたがたは知らなくてもいい。聖霊が内住している特別な存在ではないのかということです。

どれほどこれが神様の基準なのか、すこし聖書の証拠を申し上げたいと思います。ノアの時代に、このキリストを守るために、ノアを守るために、ノアだけがキリストを信じていたので、そのキリストを守るため、それが基準なのです。その時代の人類を滅ぼしました。全人類を。神様の基準が、すこしでも感覚的に理解できるでしょうか。全人類が生きていても救いはありません。キリストでなければ。だから、キリストを守るためにその時代の人類を全部滅ぼしてしまうのです。なぜなら、全人類を助けないといけないからです。ヨセフはいじめられて、濡れ衣を着せられて、奴隷生活をして、刑務所まで行きました。なぜそういうことがあるのでしょうか。それがいのちのために必要であればそのような道をたどらせるのです。ヨセフはわかっていたので、それを苦労だとは思っていませんでした。神様のなさること、神の基準がわかっていたので、ハレルヤと感謝していました。辛いでしょうけれども、感謝していました。葛藤などありません。いのちを救うために神様がわたしを送ったのだ！神の子どもなのに奴隷などになることがあるのでしょうか。そんなことないでしょう。神の子どもだったら、六本木ヒルズに住まないといけないのではないですかと思うでしょう。それは私たちの基準なのです。別に、そこに住めない理由もありませんが。キリストのために、いのちのために、何が必要なのか、神様が一番ご存知で、奴隷になることが必要であれば奴隷になることを許されます。しかも早く終わればいいのですが、17年間という結構な時間がかかりました。その時間は、私たちが決めるわけではありません。私たちの気持ちとしては、早く、早く、速やかにと思うでしょうけれども、神様はそのような私たちの焦りにそうか、そうかと応答する方ではありません。そういう勘違いは、全部捨ててください。全部、宗教です。神様が主人です。一番良い道へと導いていらっしゃいます。ダビデは、神様が一番愛して、神のみこころにかなった人と言われていたものなのに、死の谷の影を歩くような人生、３０年くらい逃亡者の生活をしていました。なぜそれほど信仰のあるものに、そのような試練があるのでしょうか。それが義の道へと導かれるプロセスで、義の道、つまり、いのちのために、キリストのために、それが必要で有利だったので、そのようにされたのです。感謝なことでしょう。葛藤になるようなことはありません。私たちはだいたいこう思います。そうですか。わかりました。それはダビデにお話しください。私には別の方法でやってくださいと思います。それは勝手です。あまりにもわがままです。神様にすべてを任せてください。ホセアという預言者は、どこかに欠点があったのではありません。それなのに娼婦の人を奥さんにしなさいと言われました。それで、その人を奥さんにしました。すると、また男を作って出てしまいました。また連れてきたら、また出てしまいました。なぜ預言者がそのような奥さんとある意味、無理やり結婚させられたのでしょうか。なぜそうなるのでしょうか。神様はなぜそういうことを許されてなさるのでしょうか。それがあなたのこの時代のミッションなのです。そのことを知らせるために、そういうことも許されるのです。神の基準はそうです。時代を見て、イエス・キリストのいのちの福音宣教に命をかけてもらうために必要であれば、娼婦を奥さんにする場合もあります。これが神様のやり方です。だから、あまり甘いことばかり期待しないようにしましょう。でも、そのすべてが本当は甘いことなのです。パウロは言いました。私は、ユダヤ人にはユダヤ人のように。異邦人には異邦人のように。法のあるものにはあるもののように、ないものにはないもののように。なぜでしょうか。ひとりでも命が救われることに有利であれば、それを私は選ぶ。別に異邦人なのかユダヤ人なのかは基準ではありません。周りの人間がどんな人間なのかは基準ではありません。命が助かる道であれば、それを選ぶ。これが神の基準で神の願いなのです。だから、それが御子が栄光を受けるために、神の栄光のためにというのは、そういう意味だったのです。そういうことだったので、二日間滞在して、ラザロに死んでもらうのが、そちらの方に有利だったので滞在しました。人間の基準から見た時には、状況はもっと悪くなるし、またひどいと思われるかもしれないし、答えが遅れると思われる状況、場面でしたが、それが正解なのです。その理由があるから、そうしました。だから、基準を変えないと、いつまで経っても、神様は私たちの願いに曲げて合わせられる方ではありません。それが不幸だとご存知なので。絶対曲げずに神様のやりたい放題になさるわけですから、基準を変えないといつまで経っても疑問がなくならないし、いつまで経ってもずっと葛藤のままです。なぜこんなこと、なぜ答えられないのか、なぜ早く解決しないのか、なぜ速やかに成功がないのかと、いつまで経ってもそうなります。
結論を申し上げます。キリストを絶対優先信仰に立つようにしましょう。何が何でもキリストが優先です。そして、皆さんに今現在、恨み、不平不満、葛藤になるようなことがあるでしょうか。それは避けて通れません。正面から向き合って、それをどうにかしようということの前に、皆さんがどのような願い、基準を持っていたのかを吟味して、そこをチェンジしましょう。キリストが栄光を受けること、そういう基準に変えましょう。そして、今まで恨んでいたこと、不平不満だったこと、葛藤になるしかなかったことが、実はキリストの栄光を現すための神の仕事なのだと告白し、そのことによって実は、自分の内側にキリストが深く根を下ろすようになる、また、それをとおして周辺にキリストがお証しされるために許されていることなのだと解釈してください。それで今まで恨んでいたこと、不平不満、葛藤になっていたことに対してのアプローチ、姿勢を変えてください。感謝してください。そこをどうにかしようと捕らわれずに、キリストの方に深く入っていってください。そうすれば、それが神様の基準であり、願いなのです。結局、改めて申し上げますが、どんなことがあろうが、それでもキリスト、だからキリスト、結局、キリストなのです。神様が基準と私たちの基準、願いとはだいぶ食い違いがあるということを覚えていて、それを深く考えて取り換えてください。どんなことがあっても恨みつらみ、不平不満、葛藤に走らずに、キリストに走りましょう。それが神の願いですから。神様は、すべてご存知です。私たちが辛い、大変だということを知らないわけではありません。しかし、それよりもっと大切なのは、キリストが深められることなのです。常識があるかどうか、そういうことは神様がご存知です。それなのに、常識とは合わないかのようなことをなさいます。なぜなら、キリストのためにです。キリストのため。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちの願い、基準が固いがゆえに、神の子どもであるのにもかかわらず、様々な葛藤、不平不満から、中々、自由になることができません。今日のメッセージをとおして、二日間も遅れていたイエス様、その理由が、キリストが栄光を受けるために、キリストのためにという基準を改めて自分の内側の基準を取り換えることができるように、ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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